
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ＣＤ－ＤＡより高密度なオ－デイオ専用のＤＶＤデイスクであることを特定する情報と、
オ－デイオデ－タを含むパツクとによりフオ－マツテイングしたオ－デイオ信号を光デイ
スクに記録する方法であつて、
前記パツクのユ－ザデ－タ領域に、
　オ－デイオ信号が前記ＣＤ－ＤＡの量子化ビツト数１６を超える量子化ビツト数と

前記ＣＤ－ＤＡの標本化周波数４４
．１ｋＨｚの約２倍の標本化周波数９６ｋＨｚ

により 量子化されて、ハフマン符号又は直交変換・ハフマン符号により符号化
されたデ－タを収納し、
　その符号化方法をセクタ単位で特定するための符号化ＩＤとして、前記ＤＶＤの各セク
タのユ－ザデ－タ領域の所定のサブヘツダに収納されるようにフオ－マツテイングした
　オ－デイオ信号を光デイスクに記録する方法。
【請求項２】
　請求項１記載の記録方法により記録された光デイスクから情報を再生することが可能な
光デイスク装置であつて、
　前記符号化方法に応じて直交変換・ハフマン符号デコ－ダまたはハフマン符号デコ－ダ
に再生信号を供給し、前記オ－デイオ信号を復号する手段、
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、前
記ＣＤ－ＤＡの標本化周波数４４．１ｋＨｚまたは前記ＣＤ－ＤＡの標本化周波数４４．
１ｋＨｚの２倍の標本化周波数８８．２ｋＨｚまたは

の一つを選択可能とされた標本化周波数と
、 選択的に



　を有している光デイスク装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は光ディスク装置及び光ディスクへの記録方法に係り、複数種類の光記録媒体から
情報を再生することの可能な光ディスク装置と記録方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
オーディオ再生用光ディスクとしてのＣＤ（コンパクトディスク）が市場に出てから１０
数年が経過し、既にオーディオ情報の記録媒体としては従来のカセットテープを凌駕して
めざましい普及をみせている。かかる音楽を中心としたオーディオ情報の光記録媒体とし
てのＣＤは外径が８ｃｍのものと、１２ｃｍのものがあり、デジタルオーディオを記録す
るＣＤであることから一般にＣＤ－ＤＡと呼ばれている。デジタルディスクであるＣＤの
物理・論理フォーマットは、８ビット固定データ長シンボルのＥＦＭ変調記録方式やサブ
コード・オーディオデータ・ＣＲＣ等のデータフォーマット方式として確立しており、各
種のアプリケーション機能を付加したＣＤプレーヤが開発されている。また、ＣＤはその
サブコードにおけるＱチャンネルのコントロールビット（４ビット）で識別することによ
ってコンピュータなどのデータ用のＣＤ－ＲＯＭとしても利用されており、デジタルディ
スクの大容量性や高速アクセス性を有効に利用して電子出版の分野でその応用を拡大しつ
つある。さらに、ＤＶＤと呼ばれる高密度ディスクがコンピュータなどのデータ用のデジ
タルディスクとして利用されようとしている。なお、デジタルディスクとはＣＤ、ＣＤ－
ＲＯＭ、ＤＶＤなどオーディオやビデオ信号がデジタル信号として記録された光ディスク
をいうものとする。
【０００３】
ところで、上記のＣＤ－ＲＯＭでは音声がＡＤＰＣＭにより圧縮されており、その圧縮に
より原音質が再現できず、よりハイファイ性の高い記録が望まれるようになってきている
。換言すれば、圧縮しても通常のＣＤより優れた音質で、例えば２０ビット記録に匹敵す
るオーディオディスクの出現が期待されている。そのような観点から、本出願人会社は、
従来１６ビット２チャンネルのデジタルデータとされていた音声データを量子化ビット数
１６又は２０、標本化周波数４４．１ｋＨｚ又はそれ以上の周波数で量子化し、直交変換
及び／又はハフマン符号によりデータ処理を施して、データ量を削減するための圧縮を行
って、ＣＤ－ＲＯＭのフォーマットで記録する記録装置並びにかかる方式で記録された光
ディスクを考え、すでに複数の特許出願を行っている（以下先願という）。このディスク
をＣＤ－ＲＯＭオーディオと呼び、通常のデータ用のＣＤ－ＲＯＭと区別することとする
が、ＣＤ－ＲＯＭオーディオはＲＯＭの形式に必要なシンク、ヘッダを持つことができる
とともに、ＣＤ－ＤＡ以上の量のオーディオデータを記録することを可能にしている。
【０００４】
さらに、ＤＶＤと呼ばれるデジタルディスクでは音声がリニアＰＣＭにより圧縮されずに
記録されているため、よりハイファイ性の高い記録のためにはデータ量を要し、記録時間
が短くなる。このディスクのためには、直交変換及び／又はハフマン符号によりデータ処
理してデータ量を削減するための圧縮を行って、ＤＶＤのフォーマットで記録する記録装
置並びにかかる方式で記録された光ディスクが考えられる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、ＣＤ－ＲＯＭオーディオを通常の光ディスク装置で再生する場合、データは直
交変換及び／又はハフマン符号データとなっていることから当然、信号処理回路に直交変
換及び／又はハフマン符号デコーダが必要になるが、ユーザにとっては既に広範囲に普及
しているＣＤ－ＤＡも共用再生できれば都合がよく、また、ＣＤ－ＲＯＭオーディオがＣ
Ｄ－ＲＯＭ規格のデータフォーマットを基本フォーマットとしているため、ＣＤ－ＲＯＭ
も共用再生することは容易である。
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そこで、本発明は、特に、ＣＤバリエイションの範囲内でデータフォーマットが異なるＣ
Ｄ－ＤＡとＤＶＤなどを用いたいわゆるスーパーＣＤなどの特定デジタルディスクが装填
でき、それらのディスクの種類を判別・確認して自動的に再生することが可能な光ディス
ク装置を提供することを目的とする。
【０００６】
また、本発明は、ＣＤバリエイション（サイズ・変調方式）の範囲内でデータフォーマッ
トが一般に異なると見られているＤＶＤオーディオ（特定ディスクオーディオの一種）と
ＣＤ－ＤＡなどが装填でき、それらのディスクの種類を判別・確認するとともに、ＤＶＤ
オーディオの再生時には、その記録時の圧縮方法に応じた伸長デコードモードを自動的に
設定して情報を再生することが可能な光ディスク装置を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するため、本発明では以下の１）～２）記載の手段より成る。
　すなわち、
　１）ＣＤ－ＤＡより高密度なオ－デイオ専用のＤＶＤデイスクであることを特定する情
報と、オ－デイオデ－タを含むパツクとによりフオ－マツテイングしたオ－デイオ信号を
光デイスクに記録する方法であつて、
　前記パツクのユ－ザデ－タ領域に、
　オ－デイオ信号が前記ＣＤ－ＤＡの量子化ビツト数１６を超える量子化ビツト数と

前記ＣＤ－ＤＡの標本化周波数４４
．１ｋＨｚの約２倍の標本化周波数９６ｋＨｚ

により 量子化されて、ハフマン符号又は直交変換・ハフマン符号により符号化
されたデ－タを収納し、
　その符号化方法をセクタ単位で特定するための符号化ＩＤとして、前記ＤＶＤの各セク
タのユ－ザデ－タ領域の所定のサブヘツダに収納されるようにフオ－マツテイングした
　オ－デイオ信号を光デイスクに記録する方法。
　２）請求項１記載の記録方法により記録された光デイスクから情報を再生することが可
能な光デイスク装置であつて、
　前記符号化方法に応じて直交変換・ハフマン符号デコ－ダまたはハフマン符号デコ－ダ
に再生信号を供給し、前記オ－デイオ信号を復号する手段、
　を有している光デイスク装置。
【０００８】
【発明の実施の形態】
以下図面と共に本発明の実施の形態を好ましい実施例によって説明する。本発明の実施例
は多岐にわたる参考例を前提に説明するもので、その説明の理解を容易なものとするため
に後述する表２、表３に各参考例及び実施例の内容をまとめてある。図１は本発明の光デ
ィスク装置の第１参考例を示すブロック図である。この参考例は記録・再生の両機能を有
している。従来の光ディスク装置同様、相変化ディスクである光ディスク１を回転駆動す
るスピンドルモータ２、レーザ及び光学系を有する光ヘッド３、スピンドルモータ２を制
御するスピンドルサーボ部４、光ヘッド３を制御するフォーカス・トラッキングサーボ部
５、スピンドルサーボ部４、フォーカス・トラッキングサーボ部５を制御するサーボ制御
回路６、光ヘッド３からの出力信号を増幅するＲＦ増幅器７、ＲＦ増幅器７からの信号を
ＥＦＭ復調する再生用デコーダ８、所定の処理がされた記録データ信号をＥＦＭ変調する
記録用エンコーダ１０、記録用エンコーダ１０からの信号に応じて記録時に光ヘッド３の
パワーを制御するレーザ駆動部９を有している。信号処理回路１１は入力アナログ系回路
１３からの信号を記録用エンコーダ１０へ供給し、再生用デコーダ８からの信号を出力ア
ナログ系回路１２へ供給するにあたり所定の処理を行うものであり、この内容が本発明の
重要部分であるので後に詳述する。
【０００９】
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ＣＰＵ（中央演算処理装置）１４は信号処理回路１１を制御するものであり、その制御内
容についてはフローチャートに従って後述する。もう一つのＣＰＵ（中央演算処理装置）
１７は操作部１５からの指示を受けて表示部１６とＣＰＵ１４を制御して光ディスク装置
全体（システム）を制御するものであり、また表示部１６に所定の表示を行う。信号処理
回路１１の説明を行う前に、第１参考例の適用される前述のＣＤ－ＲＯＭオーディオがど
のようなものであるかを、その記録系のブロック図と共に説明する。図９は本願に先立っ
て本出願人会社が出願した「オーディオ信号圧縮記録装置及びオーディオ信号圧縮装置並
びに光記録媒体」と題する特許出願に示された記録装置又は圧縮装置の主要部を示すブロ
ック図である。また図１０は図９中の信号処理回路の例を示すブロック図である。
【００１０】
図９の記録装置又は圧縮装置の入力端子ＩＮには例えば音楽信号などのアナログ信号が供
給され、出力端子ＯＵＴ２は図示省略のＣＤ原盤作成機、すなわちマスタリング装置に必
要に応じてプリマスタリング装置を介して接続される。図９の装置は入力端子ＩＮに接続
されたＡ／Ｄ変換器３１と、その出力に接続された信号処理回路３２と、信号処理回路３
２に接続されたメモリ３３と、信号処理回路３２の出力に接続されたＣＤ－ＲＯＭ符号化
回路３４と、ＣＤ－ＲＯＭ符号化回路３４の出力に接続されたＣＤ符号化回路３５を有し
ている。ＣＤ－ＲＯＭ符号化回路３４の出力は第１出力端子ＯＵＴ１に接続され、ＣＤ符
号化回路３５の出力は第２出力端子ＯＵＴ２に接続されている。なお、ＣＤ符号化回路３
５は不要な場合がある。
【００１１】
Ａ／Ｄ変換器３１はオーディオ信号を量子化ビット数２０ビット、標本化周波数４４．１
ｋＨｚ又はそれ以上の周波数で量子化する量子化手段として動作する。標本化周波数は参
考例により４４．１ｋＨｚ又は８８．２ｋＨｚのいずれかになっているが、４４．１ｋＨ
ｚ以上の適当な値とすることができる。音楽信号を対象とする場合は、通常左右の２チャ
ンネルであるが、サラウンドその他の必要に応じて４チャンネルや６チャンネルなどとす
ることができる。ここでは２チャンネルである場合について説明する。Ａ／Ｄ変換器３１
で得られた量子化データは１チャンネルあたり２ m個（ mは正の整数）を単位として、信号
処理回路３２を介してメモリ３３に書込まれる。その後、信号処理回路３２がこの２ m個
のデータの処理を開始する。
【００１２】
図１０は信号処理回路３２の一例を示すブロック図である。２ m個のデータは直交変換回
路４０にて直交変換が施され、周波数スペクトルが得られる。この周波数スペクトルをバ
ンド分割のための複数のフィルタ３６ａ，３６ｂ，３６ｃ．．．３６ｎを有するフィルタ
バンク３６と選択手段としてのスイッチ回路３７を介して正規化部・量子化部４１に与え
、バンド毎にまとめて正規化・量子化する。ここで正規化レベル（ビット数）を補助情報
、スペクトルデータを主情報としてデータフレームとする。このデータフレームをハフマ
ン符号化回路３８に与えて、ハフマン符号化処理を行い、データ量を削減・圧縮するとと
もに、コードブックのインデックスを補助情報、処理データを主情報として、新たなデー
タフレームを作成し、これを順次メモリ３３に書き込む。次にメモリ３３からこの新たな
データフレームを読み出し、アロケーション回路３９を介して図９のＣＤ－ＲＯＭ符号化
回路３４へ出力する。
【００１３】
ＣＤ－ＲＯＭ符号化回路３４では、所定のフォーマットとなるように、各セクタに同期信
号（ＳＹＮＣ）やヘッダ、サブヘッダなどを付加し、各セクタのユーザデータ領域に信号
処理回路３２から与えられる圧縮オーディオデータを配して出力する。ＣＤ－ＲＯＭ符号
化回路３４の出力データは第１出力端子ＯＵＴ１を介して出力され、例えば磁気テープに
記録されて、再生専用のＣＤを製造するためのプリマスタリング装置やマスタリング装置
に供給される。一方、ＣＤ－ＲＯＭ符号化回路３４の出力データは、書込み可能な、いわ
ゆるライトワンスタイプのＣＤの場合は、ＣＤ符号化回路３５に与えられ、ＣＤフォーマ
ット化され、第２出力端子ＯＵＴ２を介して図示省略の記録ヘッドにより記録される。
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【００１４】
次に図２３と共に上記先願にかかる記録装置並びにＣＤ－ＲＯＭオーディオのいくつかの
態様について説明する。図２３はＣＤの種々のフォーマットをセクタ単位で示したもので
、第１段には通常の音楽用ＣＤである、ＣＤ－ＤＡを示し、以下第２段から第６段まで各
種ＣＤ－ＲＯＭを示している。上記先願に示されたものとしては大別して次の（１）～（
４）の４つの態様がある。ただし、圧縮手法により更に細分化される。また、本発明では
、後述する図３５に示すＤＶＤに適用する場合が含まれ、その場合の（５）、（６）の２
つの態様が示されている。
【００１５】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００１６】
ＣＤ－ＲＯＭ（ＸＡ）　モード２、フォーム２ではユーザデータは２３２４バイトである
。また、ＣＤ－ＲＯＭ　モード２では、ユーザデータは２３３６バイトである。これらの
規格では、比較的ユーザデータのデータ量、すなわちバイト数が多いので、１枚のディス
クに記録収納可能なデータ量が多く、有利である。また、上記（１）、（２）のＣＤ－Ｒ
ＯＭ（ＸＡ）　モード２、フォーム２を用いた場合は、独自の割当てのサブヘッダを規定
することができる。
【００１７】
サブヘッダ中、サブモードバイトのビット５～２をこの符号化ＩＤに用いることで、サブ
ヘッダを見ながら、このフォーマットのデコードを行うことができる。サブヘッダにはフ
ォーマット時の条件を記録することができるが、その手法として２つの方法がある。その
一つはそのセクタのフォーマット条件を入れる方法であり、他の方法はフォーマット条件
を複数のセクタに分けて記録する方法であり、この場合これら複数のセクタの情報を集合
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して解読可能となる。
【００１８】
上記４つの態様中、標本化周波数が８８．２ｋＨｚである、（２）と（４）では、２ブロ
ックで１フレームを構成することとなる。したがって、４４．１ｋＨｚの場合と比較して
、記録できる時間は半分となる。
【００１９】
図１０の信号処理回路３２を含む図９の装置は、オーディオ信号を量子化ビット数２０ビ
ット、標本化周波数４４．１ｋＨｚ又はそれ以上の周波数で量子化する量子化手段と、前
記量子化手段で量子化された所定量の量子化データ毎に直交変換及びハフマン符号を適用
してデータ量を圧縮するデータ圧縮手段と、前記データ圧縮手段で圧縮されたデータをＣ
Ｄ－ＲＯＭ（ＸＡ）規格のモード２、フォーム２のユーザデータ領域に配するようフォー
マッティングするフォーマッティング手段と、前記フォーマッティング手段でフォーマッ
ティングされたデータをＣＤフォーマットとして記録媒体に記録する手段とを有するオー
ディオ信号圧縮記録装置である。
【００２０】
図１１は上記先願と共に出願された本出願人会社による他の先願に示されたもので、図９
中の信号処理回路の更に他の例を示すブロック図である。この回路は図１０とはハフマン
符号化回路３８を除いた点で異なる。すなわち、図１１の信号処理回路を含む図９の装置
は、オーディオ信号を量子化ビット数１６ビット、標本化周波数４４．１ｋＨｚ又はそれ
以上の周波数で量子化する量子化手段と、前記量子化手段で量子化された所定量の量子化
データ毎に直交変換を適用してデータ量を圧縮するデータ圧縮手段と、前記データ圧縮手
段で圧縮されたデータをＣＤ－ＲＯＭ（ＸＡ）規格のモード２、フォーム２のユーザデー
タ領域に配するようフォーマッティングするフォーマッティング手段と、前記フォーマッ
ティング手段でフォーマッティングされたデータをＣＤフォーマットとして記録媒体に記
録する手段とを有するオーディオ信号圧縮記録装置である。
【００２１】
また、図１２は上記先願と共に出願された本出願人会社による他の先願に示されたもので
、図９中の信号処理回路の更に他の例を示すブロック図である。この回路は図１０とは直
交変換回路４０を除いた点で異なる。すなわち、図１２の信号処理回路を含む図９の装置
は、オーディオ信号を量子化ビット数１６ビット、標本化周波数４４．１ｋＨｚ又はそれ
以上の周波数で量子化する量子化手段と、前記量子化手段で量子化された所定量の量子化
データ毎にハフマン符号を適用してデータ量を圧縮するデータ圧縮手段と、前記データ圧
縮手段で圧縮されたデータをＣＤ－ＲＯＭ（ＸＡ）規格のモード２、フォーム２のユーザ
データ領域に配するようフォーマッティングするフォーマッティング手段と、前記フォー
マッティング手段でフォーマッティングされたデータをＣＤフォーマットとして記録媒体
に記録する手段とを有するオーディオ信号圧縮記録装置である。
【００２２】
図１０乃至図１２の信号処理回路のいずれかを含む図９の記録装置により記録が行われて
製造されたＣＤの再生について図１に戻り説明する。
信号処理回路１１がＣＩＲＣ符号化／復号化・誤り検出と訂正等を実行するＣＤ－ＤＡ信
号処理部２０とともに、ＣＤ－ＲＯＭ（ＸＡ）フォーマットに係るエンコーダ２１とデコ
ーダ２２、そのエンコーダ２１とデコーダ２２のスルーパス回路を構成するスイッチ回路
２３、２４、直交変換・ハフマン符号に係るエンコーダ２５とデコーダ２６、及びそのエ
ンコーダ２５とデコーダ２６のスルーパス回路を構成するスイッチ回路２７、２８を内蔵
しており、記録モードでは操作部１５からの選択指示入力により、再生モードではＣＤ－
ＤＡ信号処理部２０から得られる復号処理データに基づいたＣＰＵ１４の制御によって各
スイッチ回路２３、２４、２７、２８の接続状態が切り換えられる。
【００２３】
先ず、記録モードにおいては、操作者が操作部１５から記録モードを設定するとともに、
装填した光ディスク１の規格と記録フォーマットに対応したフォーマット選択ボタンをＯ
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Ｎにすると、ＣＰＵ１７はその選択信号をＣＰＵ１４へ通知し、ＣＰＵ１４が選択された
ＣＤ－ＤＡ／ＣＤ－ＲＯＭオーディオに対応させてスイッチ回路２３、２７の接続状態を
制御する。
すなわち、▲１▼記録モードの設定により出力系のスイッチ回路２４、２８はフローティ
ング状態とされ、▲２▼ＣＤ－ＤＡフォーマットが選択された場合には、スイッチ回路２
３がｅ側に、スイッチ回路２７がｇ側に接続されて、各エンコーダ２１、２５が双方とも
スルーパスモードに設定され、▲３▼ＣＤ－ＲＯＭフォーマットが選択された場合には、
スイッチ回路２３がｆ側に、スイッチ回路２７がｇ側に接続されて、エンコーダ２５がス
ルーパスモードに、エンコーダ２１がエンコードモードに設定され、▲４▼ＣＤ－ＲＯＭ
オーディオフォーマットが選択された場合には、スイッチ回路２３がｆ側に、スイッチ回
路２７がｈ側に接続されて、各エンコーダ２１、２５の双方がエンコードモードに設定さ
れる。
【００２４】
また、記録モードの設定により、サーボ制御回路６がスピンドルサーボ部４とフォーカス
・トラッキングサーボ部５によってスピンドルモータ２の回転速度と光ヘッド３のフォー
カスを最適に設定し、光ヘッド３の位置を光ディスク１の記録開始位置にセットする。入
力アナログ系回路１３を介して記録信号が入力されると、ＣＤ－ＤＡフォーマットの選択
状態▲２▼では、ＣＤ－ＤＡ信号処理部２０のみでＣＩＲＣ符号化処理を施して、その符
号化信号を記録用エンコーダ１０へ供給して光ディスク（ＣＤ－ＤＡ）１に対して通常の
ＣＤ規格フォーマットでの記録を行い、ＣＤ－ＲＯＭのフォーマットの選択状態▲３▼で
は、エンコーダ２５をスルーパスしたデータをエンコーダ２１でＣＤ－ＲＯＭ（ＸＡ）規
格に対応したインタリーブフォーマットとして、そのデータに対してＣＤ－ＤＡ信号処理
部２０でＣＩＲＣ符号化処理を施し、その符号化信号を記録用エンコーダ１０へ供給して
光ディスク１へＣＤ－ＲＯＭフォーマットでの記録を行い、ＣＤ－ＲＯＭオーディオフォ
ーマットの選択状態▲４▼では、エンコーダ２５で直交変換・ハフマン符号による圧縮処
理を行い、その圧縮処理後のオーディオデータをエンコーダ２１でＣＤ－ＲＯＭ（ＸＡ）
規格に対応したインタリーブフォーマットとし、そのデータに対してＣＤ－ＤＡ信号処理
部２０でＣＩＲＣ符号化処理した後、その符号化信号を記録用エンコーダへ供給して光デ
ィスク１へＣＤ－ＲＯＭオーディオフォーマットでの記録を行う。また、光ディスク１の
プリフォーマット部やプリグループ部から得られるアドレス情報に基づいて、記録の開始
／終了位置やアドレス・時間に係る情報がＴＯＣ情報として光ディスク１のインナーエリ
アに記録される。
【００２５】
次に、再生モードにおける動作手順を図２のフローチャートを参照しながら説明する。先
ず、スイッチ回路２３、２４、２７、２８はフローティング状態になっており、光ディス
ク１を装填した状態で操作部１５から再生モードを設定して再生指示を与えると、記録モ
ードの場合と同様にスピンドル・フォーカス制御が実行されるとともに、光ヘッド３が光
ディスク１のインナーエリアへ移動せしめられて、そのエリアのＴＯＣ情報を読み取る（
ステップＳ１、Ｓ２）。このとき、ＴＯＣ情報はＲＦ増幅器７から再生用デコーダ８を介
して信号処理回路１１に入力されるが、信号処理回路１１のＣＤ－ＤＡ信号処理部２０で
ＣＩＲＣ復号処理されたＴＯＣ情報はＣＰＵ１４を介してＣＰＵ１７にセーブされる。
【００２６】
ステップＳ２でＴＯＣのコントロールビット（４ビット）を読むことによってＣＤ－ＲＯ
Ｍであるかどうか判断できる。しかし、規格上ＣＤ－ＲＯＭではＴＯＣの不存在を許容し
ているので、コントロールビットを読めないディスクも存在する。そこで、ＴＯＣが読め
るか否かを判断するステップＳ２Ａを設けてＴＯＣが読めない場合直ちにディスク再生不
能表示しないで、第１トラックのインフォーメーション部をリードする（ステップＳ７）
ようにしている。ところで、ＴＯＣ情報は光ディスク１に記録されたプログラム（楽曲や
映像）の番号やアドレス・時間情報等の目次情報を含んでいるが、データエリアのサブコ
ーディングと同様に、そのＱチャンネルは図３に示すようなフレーム構造になっており、
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前記の情報を表すデータビット（７２ビット）に先行してコントロールビット（４ビット
）とアドレスビット（４ビット）が付加されている。そして、コントロールビットＱ１～
Ｑ４は、Ｑ２が“０”の場合にはオーディオディスクであることを、“１”の場合にはデ
ータディスクであることを示すようになっており、ＣＤ－ＤＡは当然にオーディオディス
クであり、ＣＤ－ＲＯＭ及びＣＤ－ＲＯＭオーディオはデータディスクとして扱われる。
そこで、ＣＰＵ１７はセーブされたコントロールビットＱ１～Ｑ４の内容から光ディスク
１の種別を判断する（ステップＳ３）。
【００２７】
今、コントロールビットＱ１～Ｑ４が“００００００”／“１０００”／“０００１”／
“１００１”のいずれかで、Ｑ２が“０”であった場合、ＣＰＵ１７は直にＣＤ－ＤＡフ
ラグをＯＮにし、そのフラグが立ったことを検知したＣＰＵ１４は信号処理回路１１のス
イッチ回路２４をｂ側に、スイッチ回路２８をｄ側に接続させる（ステップＳ３→ステッ
プＳ４、Ｓ５）、すなわち、Ｑ２が“０”であることに基づいて装填されている光ディス
ク１がＣＤ－ＤＡであると判断し、再生系のＣＤ－ＲＯＭ（ＸＡ）デコーダ２２と直交変
換・ハフマン符号デコーダ２６をスルーパスモードにして、ＣＤ－ＤＡ信号処理部２０の
みを動作モードとする。
【００２８】
サーボ制御回路６がフォーカス・トラッキングサーボ部５によって光ヘッド３を光ディス
ク１の第１トラックへ移動させ、以降、サーボ制御回路６でスピンドル・トラッキング制
御を実行しながら第１トラック以降のデータを読み出して再生する（ステップＳ６）。具
体的には、光ディスク１から読み取られた信号はＲＦ増幅器７で増幅され、再生用デコー
ダ８でＥＦＭ復調されて信号処理回路１１へ入力され、信号処理回路１１ではＣＤ－ＤＡ
信号処理部２０でＣＩＲＣ復号処理などを施し、スイッチ回路２４、２８で構成されたス
ルーパス回路を経て出力アナログ系回路１２へ出力され、出力アナログ系回路１２でＤ／
Ａ変換されてオーディオ再生信号が得られることになる。
【００２９】
次に、コントロールビットＱ１～Ｑ４が“０１００”でＱ２が“１”であった場合には、
ＣＰＵ１７は装填されている光ディスク１がＣＤ－ＲＯＭ又はＣＤ－ＲＯＭオーディオで
あると仮定し、サーボ制御回路６によって光ヘッド３を光ディスク１の第１トラックへ移
動させてそのトラックを読み取らせ、第１トラックに含まれているインフォメーション部
のコードを確認する（ステップＳ３→ステップＳ７、Ｓ８）。この場合、再生用デコーダ
８のＥＦＭ復調データから確認してもよいが、本参考例では信号処理回路１１のＣＤ－Ｄ
Ａ信号処理部２０でＣＩＲＣ復号されたインフォメーション部のコードをＣＰＵ１４が検
出する。
【００３０】
ところで、そのインフォメーション部には、光ディスク１がＣＤ－ＲＯＭの場合はＣＤ－
ＲＯＭコードが、ＣＤ－ＲＯＭオーディオの場合にはオーディオ専用コードが記録されて
おり、ＣＰＵ１４は検出したコードに基づいて装填されている光ディスク１がＣＤ－ＲＯ
ＭかＣＤ－ＲＯＭオーディオかを確認することができる。ここで、検出コードがオーディ
オ専用コードであった場合には、ＣＰＵ１４は信号処理回路１１へスイッチ制御信号を出
力し、スイッチ回路２４をａ側に接続させてＣＤ－ＲＯＭ（ＸＡ）デコーダ２２をデコー
ドモードとする。（Ｓ７，Ｓ８→Ｓ９）。すなわち、オーディオ専用コードが検出された
ことによって装填されている光ディスク１がＣＤ－ＲＯＭオーディオと想定されるが、こ
のＣＤは前述のようにＣＤ－ＲＯＭ（ＸＡ）フォーマットで記録されているため、ＣＤ－
ＲＯＭ（ＸＡ）デコーダ２２による復号を必要とする。なお、この段階ではスイッチ回路
２８を制御せず、そのままのフローティング状態に保つ。
【００３１】
そして、スイッチ回路２４のａ側への切換えが完了した後、ＣＤ－ＲＯＭオーディオであ
ることを検知しているＣＰＵ１７は予備再生モードを設定し、サーボ制御回路６によって
光ヘッド３を光ディスク１の所定トラックへ移動させ、予備的にそのトラックのチェック
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データを再生する（ステップＳ１０，Ｓ１１）。この予備再生モードでは、ＣＰＵ１４が
直交変換・ハフマン符号デコーダ２６の出力側から直接的にデータを取り込み、その復号
データが正常か否かを確認する。
【００３２】
正常な復号データであることが確認された場合には、直ちにＣＤ－ＲＯＭオーディオフラ
グをＯＮにするとともに信号処理回路１１へ制御信号を出力し、この段階でスイッチ回路
２８をｃ側に接続させる（ステップＳ１３～Ｓ１５）。すなわち、この場合には、オーデ
ィオ専用コードによって装填されている光ディスク１が一応ＣＤ－ＲＯＭオーディオであ
ると判断されるが、その段階では未だＣＤ－ＲＯＭオーディオであると確定させず、予備
再生モードでの確認結果を待ってその判断を確定させる。なお、この段階に至るまではス
イッチ回路２８がフローティング状態を保っているため、予備再生モードにおける読み取
り・復号データは出力アナログ系回路１２側へ出力されない。
【００３３】
以上の手順を経てスイッチ回路２８がｃ側に接続されると、信号処理回路１１から出力ア
ナログ系回路１２へ直交変換・ハフマン符号復号データの出力が可能になり、ＣＰＵ１７
はサーボ制御回路６によって再度第２トラックの最初から読み取り動作を開始させ、その
第２トラック以降のオーディオデータを順次再生する（ステップＳ１６）。その場合、信
号処理回路１１では、ＣＤ－ＤＡ信号処理部２０でＣＩＲＣ復号されたデータをＣＤ－Ｒ
ＯＭ（ＸＡ）デコーダ２２を介して直交変換・ハフマン符号デコーダ２６へ転送し、直交
変換・ハフマン符号デコーダ２６で復号されたデータを出力アナログ系回路１２へ供給す
る。
【００３４】
一方、ステップＳ８においてインフォメーション部のコードがオーディオ専用コードでは
なくＣＤ－ＲＯＭコードであった場合には、ＣＰＵ１４は信号処理回路１１へスイッチ制
御信号を出力し、スイッチ回路２４を同様にａ側に接続させて、ＣＤ－ＲＯＭ（ＸＡ）デ
コーダ２２をデコードモードとする（Ｓ８→Ｓ１７，Ｓ１８）。この段階ではスイッチ回
路２８を制御せずに、そのままのフローティング状態に保たれる。次にＣＰＵ１７がＣＤ
－ＲＯＭフラグをＯＮにするとともに信号処理回路１１へスイッチ制御信号を与えてスイ
ッチ回路２８をｄ側へ接続させ、直交変換・ハフマン符号デコーダ２６をスルーパスモー
ドとする（ステップＳ２３～Ｓ２４Ａ）。
【００３５】
以上の手順を経てスイッチ回路２８がｄ側に接続されると、信号処理回路１１から出力ア
ナログ系回路１２へのＣＤ－ＲＯＭ（ＸＡ）フォーマットデコーダ２２からの復号データ
の出力が可能になり、ＣＰＵ１７はサーボ制御回路６によって再度第１トラックの最初か
ら読み取りを開始させ、その第１トラック以降のデータを順次再生させる（ステップＳ２
５）。その場合、信号処理回路１１では、ＣＤ－ＤＡ信号処理部２０でＣＩＲＣ復号され
たデータをＣＤ－ＲＯＭ（ＸＡ）デコーダで復号して出力アナログ系回路１２へ供給する
。
【００３６】
なお、ステップＳ３でＣＤ－ＲＯＭ又はＣＤ－ＲＯＭオーディオと判別されていても、ス
テップＳ８→Ｓ１７においてオーディオ専用コードもＣＤ－ＲＯＭコードも検出されなか
った場合や、ステップＳ１３において正常な復号データが得られなかった場合は、この光
ディスク装置で再生できない他のバリエイションのディスクが装填されているものと推定
される。そこでＣＰＵ１７は表示部１６へ再生不能に係る表示データを転送してその旨の
表示を実行させる（ステップＳ１７，Ｓ１３→Ｓ２６）。
【００３７】
以上のように、本参考例の光ディスク装置はＣＤ－ＤＡとＣＤ－ＲＯＭオーディオとＣＤ
－ＲＯＭのいずれに対しても、共用して記録／再生ができる構成を有しているが、ＣＤ－
ＤＡとＣＤ－ＲＯＭオーディオのみの共用構成であってもよいことは当然であり、また本
参考例では予備再生モードを設けているが、それはＴＯＣ情報やトラックのインフォメー
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ション部の読み取りエラーに伴う再生エラーを防止するものであり、その読み取りの信頼
性が確保されていれば敢えて予備再生モードを設ける必要はない。
【００３８】
次に図１３及び図１４に従って本発明の第２参考例について説明する。この第２参考例は
図１及び図２の第１参考例と次の点で異なる。すなわち、第１参考例はＣＤ－ＤＡ、ＣＤ
－ＲＯＭオーディオ、ＣＤ－ＲＯＭについて兼用できるのに対し、第２参考例はＣＤ－Ｄ
Ａ、ＣＤ－ＲＯＭオーディオ、ＶＣＤについて兼用できる構成となっている。
【００３９】
ここで、ＶＣＤについて検討すると、ＶＣＤは既存のＣＤ－Ｉ　ＦＭＶとの互換性を有し
、ディスク全体のデータは図４に示すようにＣＤ－ＲＯＭ（ＸＡ）フォーマット　フォー
ム１に準拠していて、ファイル管理はＩＳＯ９６６０フォーマットに従って行われる。図
５はＶＣＤ規格におけるトラック構成を示す図であり、図６はＶＣＤ規格におけるビデオ
セクタのセクタフォーマット図である。また、図７はＶＣＤ規格におけるオーディオセク
タのセクタフォーマット図であり、図８はＶＣＤ規格におけるオーディオセクタとビデオ
セクタのインターリーブ記録の図である。
【００４０】
第２参考例ではＣＤ－ＤＡ、ＣＤ－ＲＯＭオーディオ、ＶＣＤについて兼用できるように
するために、信号処理回路１１の構成において次の変更点がある。第１参考例ではスイッ
チ回路２８は直交変換・ハフマン符号デコーダ２６をデコードモードとスルーパスモード
のいずれかに切り換えるものであったが、更にスイッチ回路２４の出力に応答するＭＰＥ
Ｇデコーダ２９を設け、スイッチ回路２８がｊ側に接続されたとき、ＭＰＥＧデコーダ２
９の出力信号を選択する構成となっている。ＣＰＵ１４はかかる動作を行うよう予め用意
されたプログラムにしたがって各スイッチ回路の制御などを行う。
【００４１】
図１４のフローチャートに従って第２参考例の動作を説明するが、図２のフローチャート
と異なるステップのみについて説明する。図２のステップＳ１７に代えてステップＳ１７
ＡではＶＣＤコードが存在するか否かを判断する。またステップＳ１８の後、ステップＳ
１０～Ｓ１３と同様なステップＳ１９～Ｓ２２を実行する。ただし、ステップＳ２０では
第２トラックを再生するものとし、ステップＳ２１ではＭＰＥＧデコーダ２９によるＭＰ
ＥＧ復号結果をチェックする。ステップＳ２２で復号データが正常でないときは、ステッ
プＳ２６で再生不能の表示を行う。復号データが正常であれば、ステップＳ２３ＡでＶＣ
ＤフラグをＯＮとし、ステップＳ２４Ａでスイッチ回路２８をｊ側に接続するよう制御す
る。その結果ステップＳ２５ＡでＶＣＤの再生が行われる。
【００４２】
次に本発明の第３参考例について図１５、図１６と共に説明する。第３参考例は図１の第
１参考例の直交変換・ハフマン符号エンコーダ２５と直交変換・ハフマン符号デコーダ２
６をそれぞれ直交変換エンコーダ２５Ａと直交変換デコーダ２６Ａに変更したものである
。すなわち、再生するＣＤ－ＲＯＭオーディオが図１１に示した信号処理回路を図９に適
用して記録された光ディスク１の場合にこの参考例は適用される。したがって、図１６の
フローチャートは図２のステップＳ１６に代えて、ＣＤ－ＲＯＭ（ＸＡ）復号後に直交変
換復号を行うステップＳ１６Ａとなっている。
【００４３】
次に図１７及び図１８に従って本発明の第４参考例について説明する。この第４参考例は
第２参考例同様ＣＤ－ＤＡ、ＣＤ－ＲＯＭオーディオ、ＶＣＤについて兼用できる構成と
なっており、かつ第３参考例同様、直交変換エンコーダ２５Ａと直交変換デコーダ２６Ａ
が用いられている。したがって、再生するＣＤ－ＲＯＭオーディオが図１１に示した信号
処理回路を図９に適用して記録された光ディスク１の場合にこの参考例は適用される。よ
って、図１８のフローチャートは図１４のステップＳ１６に代えて、図１６同様のＣＤ－
ＲＯＭ（ＸＡ）復号後に直交変換復号を行うステップＳ１６Ａとなっている。
【００４４】
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次に本発明の第５参考例について図１９、図２０と共に説明する。第５参考例は図１の第
１参考例の直交変換・ハフマン符号エンコーダ２５と直交変換・ハフマン符号デコーダ２
６をそれぞれハフマン符号エンコーダ２５Ｂとハフマン符号デコーダ２６Ｂに変更したも
のである。すなわち、再生するＣＤ－ＲＯＭオーディオが図１２に示した信号処理回路を
図９に適用して記録された光ディスク１の場合にこの参考例は適用される。したがって、
図２０のフローチャートは図２のステップＳ１６に代えて、ＣＤ－ＲＯＭ（ＸＡ）復号後
にハフマン符号復号を行うステップＳ１６Ｂとなっている。
【００４５】
次に図２１及び図２２に従って本発明の第６参考例について説明する。この第６参考例は
第２参考例同様ＣＤ－ＤＡ、ＣＤ－ＲＯＭオーディオ、ＶＣＤについて兼用できる構成と
なっており、かつ第５参考例同様、ハフマン符号エンコーダ２５Ｂとハフマン符号デコー
ダ２６Ｂが用いられている。したがって、再生するＣＤ－ＲＯＭオーディオが図１２に示
した信号処理回路を図９に適用して記録された光ディスク１の場合にこの参考例は適用さ
れる。よって、図２２のフローチャートは図１４のステップＳ１６に代えて、図２０同様
、ＣＤ－ＲＯＭ（ＸＡ）復号後にハフマン符号復号を行うステップＳ１６Ｂとなっている
。
【００４６】
次に図２４～図２９に従って本発明の第７参考例～第１２参考例について説明する。これ
らの第７参考例～第１２参考例は基本的に上記第１参考例～第６参考例に対応するもので
あるが、次の点が異なっている。上記第１参考例～第６参考例では、ＴＯＣを読めたか否
か、ＴＯＣを読めたときはコントロールビットＱ１～Ｑ４が”０１００”であったか否か
により、ＣＤ－ＤＡかＣＤ－ＲＯＭかを判断しているが、第７参考例～第１２参考例では
データブロックの先頭のシンク（同期）信号の存在の有無によりＣＤ－ＤＡかＣＤ－ＲＯ
Ｍかを判断している。図２３からわかるように、ＣＤ－ＲＯＭの場合はモードなど差異に
拘らずすべて先頭に１２バイトのシンク信号（ＳＹＮＣ）が存在する。このシンク信号は
ＣＤ－ＲＯＭに特有の構成を有しており、具体的には最初のバイト（バイト番号０）と最
後のバイト（バイト番号１１）が”００００００００”で、その間の１０のバイト（バイ
ト番号１～１０）が”１１１１１１１１”である。一方、ＣＤ－ＤＡの場合は１フレーム
（５８８チャンネルビット）あたり２４ビットの１１Ｔ－１１Ｔの同期信号すなわち、”
１００００００００００１００００００００００１０”が付加されている。よって、図２
３からわかるようにデータブロックとして見たときに、各データブロックの先頭に所定の
同期信号が存在するわけではない。したがって、
データブロックの先頭にあるシンク信号を検出すれば、ＣＤ－ＤＡディスクかＣＤ－ＲＯ
Ｍディスクかの判別が可能となる。
【００４７】
なお、データブロックの先頭にあるシンク信号を検出することにより、ディスクの種類を
判断する技術は特公平７－７０１５０号公報に記載されている。この技術を利用して本参
考例においては、データブロックの先頭部にあるシンク信号がＣＤ－ＲＯＭディスク特有
の構成を持つシンク信号であるか否かに基づいて、現在装着部にセットされているディス
クがＣＤ－ＲＯＭディスクかＣＤ－ＤＡディスクかの判別を行うようにしている。以下、
この判別の過程を細述する。
【００４８】
まず、ディスクとして、ＣＤ－ＲＯＭディスクが装着部にセットされると、ＣＰＵ１７の
制御の下に、光学ピックアップ３が駆動されデータの先頭位置に移動される。そして、ス
ピンドルモータ２が所定の回転数に達すると、光学ピックアップ３によって、図２３に示
されたデータブロック中のシンク信号「ＳＹＮＣ」の部分が読み込まれる。このシンク信
号は、ＲＦ増幅器７、再生用デコーダ８、信号処理回路１１を介しＣＰＵ１４に入力され
る。ＣＰＵ１４は、この信号を内部のメモリに記憶されている所定パターンのシンク信号
と比較することにより、一致したときはＣＤ－ＲＯＭディスクと判断し、その結果をＣＰ
Ｕ１７に伝える。
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【００４９】
次に、ディスクとして、ＣＤ－ＤＡディスクが装着部にセットされると、上述と同様に、
データの先頭部の信号が光学ピックアップ３によって読み込まれる。そして、ＣＰＵ１４
によって上記と同様の所定パターンのシンク信号と比較され、同一でないと判別される。
このように本参考例では、データブロックの先頭の同期信号を用いてＣＤ－ＲＯＭである
かどうかを判断できる。図２４～２９の各フローチャートでは、ステップＳ３０において
、上記シンク信号によりＣＤ－ＲＯＭか否かの判断が行われる。これらの各フローチャー
トに示す第７～１２参考例では、シンク信号を用いてＣＤ－ＲＯＭか否かをまず判断し、
その判断後は上記第１～６参考例と同様の方法により判断して、結果としてＣＤ－ＤＡ、
ＣＤ－ＲＯＭオーディオ、ＣＤ－ＲＯＭの兼用再生とＣＤ－ＤＡ、ＣＤ－ＲＯＭオーディ
オ、ＶＣＤの兼用再生ができる。
【００５０】
なお、チェックデータ（トラック１）を再生し（Ｓ１１）、この復号結果を用意したデー
タ（トラック１）と比較チェックする。このような確認手段を用いることによりＴＯＣ情
報やトラックのインフォーメーション部の読み取りエラーに伴う再生エラーを防止し、光
ディスク装置の信頼性を向上させることができる。新規格のＣＤ－ＲＯＭオーディオと従
来のＣＤ－ＤＡを共用再生させることを可能にする。また、確認手段を用いることにより
ＴＯＣ情報やトラックのインフォメーション部の読み取りエラーに伴う再生エラーを防止
し、光ディスク装置の信頼性を向上させる。さらには、ＣＤ－ＲＯＭ規格に属するＭＰＥ
Ｇ圧縮のＶＣＤの共用再生も視界にいれることができる。
【００５１】
次に本発明の第１３参考例～と第２０参考例について説明する。第１３参考例～第１８参
考例は、それぞれ第１参考例～第６参考例の変形例（第７参考例～第１２参考例の変形例
でもある）でもあり、次の点でこれらの参考例と異なっている。第１参考例～第６参考例
をそれぞれ示す図２、図１４、図１６、図１８、図２０、図２２の各フローチャートでは
装填されたディスクがＣＤ－ＤＡかＣＤ－ＲＯＭかを判断するためにＴＯＣのデータを読
み込んでおり、また、第７参考例～第１２参考例をそれぞれ示す図２４～図２９の各フロ
ーチャートでは装填されたディスクがＣＤ－ＤＡかＣＤ－ＲＯＭかを判断するために各デ
ータブロックの先頭の同期信号の有無と、その構成を判断している。しかし、ディスク装
置であっても、ＣＤ－ＤＡは対象とせず、ＣＤ－ＲＯＭオーディオとＣＤ－ＲＯＭの兼用
（コンパチ）再生機やＣＤ－ＲＯＭオーディオとＶＣＤの兼用（コンパチ）再生機として
構成することもできる。
【００５２】
したがって、第１３参考例～第１８参考例では図２、図１４、図１６、図１８、図２０、
図２２におけるステップＳ２、Ｓ２Ａ、Ｓ３～Ｓ６が削除され、ステップＳ１から直接ス
テップＳ７へ行くよう構成される。また、図３０～図３２に示す第１９参考例と図３４、
図３５に示す第２０参考例は、第１３参考例～第１８参考例の変形例であり、伸長デコー
ダとして直交変換デコーダとハフマン符号デコーダの縦列回路と、直交変換デコーダと、
ハフマン符号デコーダの３つのモードを有し、択一的に選択するとともに、伸長デコーダ
回路のスルーパスモードを設けたものである。すなわち、参考例では３つのモードを設け
、ＣＤ－ＲＯＭのタイプ別にタイプ１を直交変換とし、タイプ２を直交変換＋ハフマン符
号とし、タイプ３をハフマン符号としている。
【００５３】
図３０において、圧縮エンコーダ２５Ｃはスイッチ回路２７Ａの端子ｈ１が選択されたと
き、タイプ１の直交変換による圧縮を行い、端子ｈ２が選択されたときタイプ２の直交変
換＋ハフマン符号による圧縮を行い、端子ｈ３が選択されたときタイプ３のハフマン符号
による圧縮を行うよう構成されている。具体的構成は図１０乃至図１２の回路を切り換え
て用いることができる。また、伸長デコーダ２６Ａはスイッチ回路２８Ａの端子ｃ１が選
択されたとき、タイプ１の直交変換による伸長を行い、端子ｃ２が選択されたときタイプ
２の直交変換＋ハフマン符号による伸長を行い、端子ｃ３が選択されたときタイプ３のハ
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フマン符号による伸長を行うよう構成されている。伸長デコーダ２６Ｃの具体的構成は例
えば図３１に示すように直交変換デコーダ４３と２つのハフマン符号デコーダ４２、４４
を組み合わせたようなものである。なお、ＣＤ－ＤＡを対象としない場合は、図１他のス
イッチ回路２３、２４とＣＤ－ＲＯＭ（ＸＡ　ＦＯＲＭＡＴ）エンコーダ２１のスルーパ
ス回路、ＣＤ－ＲＯＭ（ＸＡ　ＦＯＲＭＡＴ）デコーダ２２のスルーパス回路は不要であ
る。
【００５４】
図３２のフローチャートにおいて図２と異なる点について説明する。ステップＳ８からス
テップＳ５０に行くが、ステップＳ５０ではタイプ１、タイプ２、タイプ３あるいはリニ
ア（無変換）のいずれかを判断し、その結果によってステップＳ５１でスイッチ回路２８
Ａを切り換える。具体的には、タイプ１なら、直交変換デコーダモード（端子Ｃ１）を、
タイプ２なら直交変換デコーダとハフマン符号デコーダの縦列接続モード（端子Ｃ２）を
、タイプ３ならハフマン符号デコーダモード（端子Ｃ３）を選択する。さらにＣＤ－ＲＯ
Ｍにデータを圧縮しないリニアＰＣＭ信号が記録されているディスクの場合は、ＣＤ－Ｒ
ＯＭオーディオではなく、ＣＤ－ＲＯＭとなり（図３２のステップＳ１１でＹＥＳ）、ス
テップＳ１４でスイッチ回路２８Ａは端子ｄに切り換えられ、伸長デコーダ２６Ｃはスル
ーパスモードとなる。
【００５５】
図３３、３４の第２０参考例はＣＤ－ＲＯＭオーディオとＶＣＤの兼用再生機能を有する
ものである。ＶＣＤを再生するためのＭＰＥＧデコーダ２９が設けられ、スイッチ回路２
８Ａで切り換えて出力される。なお、図３４のフローチャートでステップＳ５１Ａでスイ
ッチ回路２８Ａの端子ｄが選択されると、ステップＳ５２Ａでスルーパスモードが設定さ
れる。その他の処理は関連する参考例と同様なので説明を省略する。よって、第２０参考
例によればＣＤ－ＲＯＭオーディオとビデオＣＤの兼用再生機が提供される。
【００５６】
なお、上記各参考例でスイッチ回路２８又は２８Ａは直交変換・ハフマンデコーダ２６、
直交変換デコーダ２６Ａ、ハフマンデコーダ２６Ｂ、伸長デコーダ２６Ｃの出力側にそれ
ぞれ設けられているが、これらのデコーダの構成によっては、その入力側に設けたり、デ
コーダ自体の内部接続を切り換えるようにすることもでき、かかる構成により、図１５の
構成から重複した回路を除外することもできる。また、上記各参考例で出力アナログ系回
路１２と入力アナログ系回路１３にサンプリング周波数ｆｓの切換え手段を設け、４４．
１ｋＨｚと８８．２ｋＨｚの一方を選択することができるようにしておけば、記録参考例
には所望のｆｓを選択でき、再生時にはその光ディスク１の記録時のｆｓに合わせること
ができる。
【００５７】
上記各参考例は記録／再生が可能な光ディスク装置であるため、光ディスク１を相変化デ
ィスクとしたが、当然に再生専用の光ディスクであってもよく、更に光磁気ディスクにお
いても、装置の光ヘッド３とレーザ駆動部９を光磁気方式に変更するだけで、同様の手順
をもってＣＤ－ＤＡとＣＤ－ＲＯＭオーディオとＣＤ－ＲＯＭの共用再生を行わせること
ができる。
【００５８】
上記各参考例に加えて、次にＣＤ－ＤＡとＤＶＤオーディオとＤＶＤの共用再生を行うこ
とのできる光ディスク装置の実施例（第１～２０実施例）について説明する。図３５はＤ
ＶＤのフォーマットをセクタ単位で示すデータ配置模式図である。図３５に示されるよう
に、ＤＶＤでは通常１パックが２０４８バイト（１論理セクタ）で構成され、その中のパ
ケット（ユーザデータ）２０３４バイトが利用できる。図３５において、「パックスター
ト」は同期信号となるＳＹＮＣパターンを有し、「ＳＣＲ」は時間情報であるシステム・
クロック・レファレンスであり、「Ｍｕｘ  ｒａｔｅ」は転送レート（マルチプルレート
）であり、「パケット（ユーザデータ）」はパケットヘッダとデータなどからなる。
【００５９】
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この第１～２０実施例は、これまでに説明した第１～２０参考例に対して次の変更を加え
ることで構成することができる。すなわち、図１の信号処理回路１１のＣＤ－ＲＯＭ（Ｘ
Ａ　ＦＯＲＭＡＴ）エンコーダ２１及びＣＤ－ＲＯＭ（ＸＡＦＯＲＭＡＴ）デコーダ２２
をそれぞれＤＶＤエンコーダ（パッキングエンコーダ）とＤＶＤデコーダ（アンパッキン
グデコーダ）に置換すればよく、図２のステップＳ１７は「ＣＤ－ＲＯＭコード」の代わ
りに「ＤＶＤコード」とし、ステップＳ２３の「ＣＤ－ＲＯＭフラグ」の代わりに「ＤＶ
Ｄフラグ」とするなどの変更を行えばよい。また、図９の「ＣＤ－ＲＯＭ符号化回路３４
」は「ＤＶＤ符号化回路」とされる。同様に、図１３～２２、図２４～３４にも変更を加
えればよい。なお、図１４、図１８、図２２、図２５、図２７、図２９、図３４などにお
ける「ＶＣＤコード」の代わりに「ＭＰＥＧコード」とすればよい。第１～２０実施例で
は上記第１～２０参考例の「ＣＤ－ＲＯＭオーディオ」は「ＤＶＤオーディオ」とし、「
ＣＤ－ＲＯＭ」は「ＤＶＤ」とすることにより、第１～２０参考例のＤＶＤ用版とするこ
とができる。また、ＣＤ－ＤＡとＤＶＤとではディスクを構成する層の厚さの差を考慮し
て、フォーカスサーボ制御、トラッキングサーボ制御を行うための２焦点型あるいは２レ
ンズ切り換え型の光ヘッドを用いるなど兼用機に要求される対策を講じる必要があること
は言うまでもない。
【００６０】
なお、ＣＤ－ＤＡとその他のディスクの識別に上記実施例ではＴＯＣの存在あるいはＴＯ
Ｃのコントロールビットの検出を行っているが、ＤＶＤ及びＤＶＤオーディオはディスク
の厚さが１．２ｍｍであり、ＣＤ－ＤＡやＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭオーディオ、ＶＣ
Ｄの２倍の厚さである。この物理的特徴の差異に起因して、フォーカスサーチ時などの光
ピックアップの出力の特徴によりディスクの種類を識別することができるので、ＤＶＤ及
びＤＶＤオーディオとその他のディスクとの識別には、必ずしもＴＯＣの存在あるいはＴ
ＯＣのコントロールビットの検出を行う必要はない。上記各参考例及び実施例を整理する
と次の表２と表３のようになる。
【００６１】
【表２】
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【００６２】
【表３】
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【００６３】
なお、上記各参考例及び実施例で出力アナログ系回路１２と入力アナログ系回路１３にサ
ンプリング周波数ｆｓの切換え手段を設け、４４．１ｋＨｚと８８．２ｋＨｚの一方を選
択することができるようにしておけば、記録参考例には所望のｆｓを選択でき、再生時に
はその光ディスク１の記録時のｆｓに合せることができる。
【００６４】
上記各参考例及び実施例は記録／再生が可能な光ディスク装置であるため、光ディスク１
を相変化ディスクとしたが、当然に再生専用の光ディスクであってもよく、更に光磁気デ
ィスクにおいても、装置の光ヘッド３とレーザ駆動部９を光磁気方式に変更するだけで、
同様の手順をもってＣＤ－ＤＡとＣＤ－ＲＯＭオーディオとＣＤ－ＲＯＭの共用再生を行
わせることができる。
【００６５】
【発明の効果】
　　　以上説明したように本発明は、オーディオ専用のＤＶＤであるＤＶＤオーディオデ
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ィスクであることを特定する情報とオーディオデータを含むパックとを有する光ディスク
への記録方法に特徴があると共に、

量子化され、セクタ毎にパックのユー
ザデータに設けたサブヘッダに符号化方法を特定する符号化ＩＤを配置して記録すること
に特徴を有する。また、その情報を利用して再生する装置に特徴を有するものである。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の光ディスク装置の第１参考例を示すブロック図である。
【図２】第１参考例の再生モードにおける動作手順を示すフローチャートである。
【図３】ＣＤのＴＯＣ情報のＱチャンネルのフレーム構造図である。
【図４】ＶＣＤ規格におけるディスク全体のデータ構成図である。
【図５】ＶＣＤ規格におけるトラック構成を示す図である。
【図６】ＶＣＤ規格におけるビデオセクタのセクタフォーマット図である。
【図７】ＶＣＤ規格におけるオーディオセクタのセクタフォーマット図である。
【図８】ＶＣＤ規格におけるオーディオセクタとビデオセクタのインターリーブ記録の図
である。
【図９】本出願人の先願にかかる記録装置のブロック図である。
【図１０】上記先願中の記録装置内の信号処理回路の例を示すブロック図である。
【図１１】本出願人の他の先願中の記録装置内の信号処理回路の例を示すブロック図であ
る。
【図１２】本出願人の更に他の先願中の記録装置内の信号処理回路の例を示すブロック図
である。
【図１３】本発明の光ディスク装置の第２参考例を示すブロック図である。
【図１４】第２参考例の再生モードにおける動作手順を示すフローチャートである。
【図１５】本発明の光ディスク装置の第３参考例を示すブロック図である。
【図１６】第３参考例の再生モードにおける動作手順を示すフローチャートである。
【図１７】本発明の光ディスク装置の第４参考例を示すブロック図である。
【図１８】第４参考例の再生モードにおける動作手順を示すフローチャートである。
【図１９】本発明の光ディスク装置の第５参考例を示すブロック図である。
【図２０】第５参考例の再生モードにおける動作手順を示すフローチャートである。
【図２１】本発明の光ディスク装置の第６参考例を示すブロック図である。
【図２２】第６参考例の再生モードにおける動作手順を示すフローチャートである。
【図２３】ＣＤの種々のフォーマットをセクタ単位で示したデータ配置摸式図である。
【図２４】本発明の光ディスク装置の第７参考例の再生モードにおける動作手順を示すフ
ローチャートである。
【図２５】本発明の光ディスク装置の第８参考例の再生モードにおける動作手順を示すフ
ローチャートである。
【図２６】本発明の光ディスク装置の第９参考例の再生モードにおける動作手順を示すフ
ローチャートである。
【図２７】本発明の光ディスク装置の第１０参考例の再生モードにおける動作手順を示す
フローチャートである。
【図２８】本発明の光ディスク装置の第１１参考例の再生モードにおける動作手順を示す
フローチャートである。
【図２９】本発明の光ディスク装置の第１２参考例の再生モードにおける動作手順を示す
フローチャートである。
【図３０】本発明の光ディスク装置の第１９参考例を示すブロック図である。
【図３１】図３０中の伸長デコーダの構成例を示すブロック図である。
【図３２】第１９参考例の再生モードにおける動作手順を示すフローチャートである。
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オ－デイオ信号が前記ＣＤ－ＤＡの量子化ビツト数１
６を超える量子化ビツト数と、前記ＣＤ－ＤＡの標本化周波数４４．１ｋＨｚまたは前記
ＣＤ－ＤＡの標本化周波数４４．１ｋＨｚの２倍の標本化周波数８８．２ｋＨｚまたは前
記ＣＤ－ＤＡの標本化周波数４４．１ｋＨｚの約２倍の標本化周波数９６ｋＨｚの一つを
選択可能とされた標本化周波数と、により選択的に



【図３３】本発明の光ディスク装置の第２０参考例を示すブロック図である。
【図３４】第２０参考例の再生モードにおける動作手順を示すフローチャートである。
【図３５】ＤＶＤのフォーマットをセクタ単位で示すデータ配置模式図である。
【符号の説明】
１　光ディスク
２　スピンドルモータ
３　光ヘッド
４　スピンドルサーボ部
５　フォーカス・トラッキングサーボ部
６　サーボ制御回路
７　ＲＦ増幅器
８　再生用デコーダ
９　レーザ駆動部
１０　記録用エンコーダ
１１　信号処理回路
１２　出力アナログ系回路
１３　入力アナログ系回路
１４　ＣＰＵ（判別手段、確認手段、モード設定手段）
１５　操作部
１６　表示部
１７　ＣＰＵ
２０　ＣＤ－ＤＡ信号処理部
２１　ＣＤ－ＲＯＭエンコーダ
２２　ＣＤ－ＲＯＭデコーダ
２３、２４、２７、２７Ａ、２８、２８Ａ　スイッチ回路
２５　直交変換・ハフマン符号エンコーダ
２５Ａ　直交変換エンコーダ
２５Ｂ　ハフマン符号エンコーダ
２５Ｃ　圧縮エンコーダ
２６　直交変換・ハフマン符号デコーダ
２６Ａ、４３　直交変換デコーダ
２６Ｂ、４２、４４　ハフマン符号デコーダ
２６Ｃ　伸長デコーダ
２９　ＭＰＥＧデコーダ
３１　Ａ／Ｄ変換回路（量子化手段）
３２　信号処理回路（メモリ３３とともにデータ圧縮手段を構成する）
３３　メモリ
３４　ＣＤ－ＲＯＭ符号化回路（フォーマッティング手段）
３５　ＣＤ符号化回路
３６　フィルタバンク
３７　スイッチ回路（選択手段）
３８　ハフマン符号化回路
３９　アロケーション回路
４０　直交変換回路
４１　正規化・量子化部
ＩＮ　入力端子
ＯＵＴ１、ＯＵＴ２　出力端子
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】
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【 図 ２ ５ 】 【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】 【 図 ２ ８ 】
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【 図 ２ ９ 】 【 図 ３ ０ 】

【 図 ３ １ 】 【 図 ３ ２ 】
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【 図 ３ ３ 】 【 図 ３ ４ 】

【 図 ３ ５ 】
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